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【研究の概要等】  
我々の腸管は一層の粘膜上皮に覆われ外界と接する。腸管内は無数の微生物が常在し、

また食物とともに絶えず外来性の病原微生物も侵入する。これら微生物の侵入を阻止する

ために、粘膜上皮には免疫バリアーをはじめとするバリアー機能が幾重にも張り巡らされ

ている。しかし、赤痢菌をはじめとする粘膜病原細菌はそのバリアー機能を巧みに回避・

抑制して粘膜表面や上皮細胞内へ定着して様々な疾患を起こす。本研究では赤痢菌をモデ

ルに、粘膜病原細菌が腸管粘膜対していかなる戦略によりそのバリアー機能を回避して腸

管粘膜へ定着するかその仕組みを解明する。具体的には、感染を通じて赤痢菌の III 型分

泌装置より宿主細胞へ多数（50 種類以上）分泌されるエフェクターとよばれる病原因子の

なかで、特に感染中期および後期に菌から分泌される一群のエフェクターについてそれら

の機能と感染に果たす役割を明らかにする。これらの知見を統合して、粘膜病原細菌の新

たな感染現象と、また腸粘膜バリアーへ対する細菌の普遍的な感染戦略を明らかにする。

 
【当該研究から期待される成果】  
 赤痢菌の腸粘膜上皮への感染機構の解明を通じて、病原細菌の普遍的な感染とその成立

に至る分子機構および宿主応答機構が明らかになることが期待される。また本研究では、

細菌の病原因子と宿主因子の相互関係を明らかにすると同時に、それらの標的となる腸管

粘膜上皮のバリアー機能の生体防御機構における役割について検証することが可能とな

る。さらに、それらの知見を、病原細菌の感染において示す種（宿主）、組織特異性規定

因子の解明、安全なワクチン開発、赤痢感染モデル動物開発のための基礎的研究としての

成果が期待される。 
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【研究期間】  平成20年度－24年度 

         

【研究期間の配分（予定）額】 
     152,800,000 円 (直接経費) 

 
【ホームページアドレス】      http://www.ims.u-tokyo.ac.jp/bac/hp/mainpage.html  
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